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　このたび，田中栄先生のご編集による『整形外科
レジデントマニュアル　第 2版』が医学書院より上
梓された．本書は東大整形外科学教室の先生方が中
心となって初期および後期研修医を対象に，整形外
科診療の基本をまとめられたものである．通読して
感じた本書の特徴は，決して疾患の羅列ではなく，
目の前の患者さんの症状をどのように捉え，どのよ
うに診断し，治療法を選択していくかといった考え
る過程が極めてわかりやすく記載されている点であ
る．加えて，整形外科の教科書には載っていないが
日常診療ではとても重要なこと，例えば他科へのコ
ンサルトやカンファランスでの発表の仕方なども詳
しく書かれている．これから整形外科を学ぶ若いレ
ジデントにとって，本書は診断・治療の考え方を養
える指南書であると同時に「即役立つ」書籍である．
　まず総論が素晴らしい．「整復」「初期固定」「抗菌
薬の使いかた」などの基本に加えて，日常診療で研
修医が直面するであろうさまざまな問題に対するプ
ラクティカルな対処法が多く盛り込まれている．
「注射法（関節穿刺，関節内注射，トリガー注射，ブ
ロック注射）＋処方例」では具体的な針の刺し方や薬
品の種類・使用量がわかりやすく書かれているし，
「術前の評価，他科コンサルト，周術期に中止すべき
薬剤」「文献の使いかた・調べかた/カンファランス
でのプレゼンテーション」「術後疼痛管理」「小児の
診かた」「心構え」などは，上述したように教科書に

は載っていない，しかし日々の診療では必要な知識
である．
　各論では研修医が知っておかなければいけない疾
患が漏れなく取り上げられている．冒頭にその疾患
が短くわかりやすい言葉で定義・解説され，「主訴」
「問診で確認すべきポイント」「画像診断のポイント」
「鑑別診断」「治療」と，診断と治療の過程が筋立て
てわかるように仕立てられている．この思考過程こ
そが本書の特徴であり，田中先生も本書の序文に
て，「どのようにして診断に至り治療方針を組み立
てているのか，どのようなことに苦労してきたの
か，という思考過程をたどること」の重要性を述べ
られている．さらに疾患によっては「患者説明と指
導」という項が加えられており，説明に慣れていな
い研修医にとって重要なポイントになるであろう．
分類や図も多過ぎず，少な過ぎず，必要なものだけ
が厳選されて理解しやすい．
　このような素晴らしい書籍を世に出していただい
た田中先生はじめ東大整形外科学教室の皆さんに敬
意を表したい．若い整形外科医はぜひ本書を手に取
り，症例を経験するたびに該当箇所を読み返してい
ただきたい．それを積み重ねることによって，皆さ
んの実力が向上していくことを確信する．
（B6変型・頁 458　2020年　定価：本体 4,500円＋
税［ISBN978‒4‒260‒04157‒7］　医学書院刊）
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